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インターネット通販における夏物衣服の素材感について

島崎千江子 吉野鈴子*

要 旨

インターネット通販の現状、および活用実態について、 とくに夏物衣服の素材イメー

ジを中心 として短期大学生にアンケー ト調査を行い前報 と比較 した。その結果、学生の

インターネッ ト通販に関する活用実態の変化や、映像イメージと実物商品の評価の相違

点が明らかにな り、夏物衣服および柄の素材感を含む商品特性 を効果的に表現できる情

報のあり方について考察 した。

キ ー ワ ー ド イ ン ター ネ ッ ト、 通 販 、 衣 服 、 素 材

1.は じ め に

日本における通販市場は年々拡大を続け、社会危機的不況 と言われる今 日において も、
の

日本通信販売協会の調査推計 による と、2008年 度の売上高は通信販売業界全体で4兆

1400万 円とな り対前年度の伸び率が6.7%を 記録 している。しか し商品分野別に見ると、

衣料品では2009年 と2008年8月 の同月比較調査で一1%と 僅かに減少 してお り、衣料品

の消費低迷が具象化 した ともみえる。 また、従前から衣料品が通信販売に馴染み辛い商

材であることも一因とみ られる。商材の問題点は 「質感や着用感」「サイズ」「色」 など

が確認 しがた く、それ らの改善策が十分でないことである。最近、一部の通販企業では

ショッピングビルの店舗スペースに実商品を直接陳列 して対応 し始めている。2007年 、
　ラ

前報 「イ ンターネット通販における衣服の素材感について」 において、本学短期大学生

を対象にしたアンケー ト調査 を行い、素材評価のずれが画面上の衣服 と実物で生 じるこ

とを確認した。

*)大 手前短期大学 非常勤講師
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　 う

そこで、短期大学生のインターネットの活用実態について前報との比較 を行うととも

に、各種柄の映像イメージや距離感による視認性を比較 し、実物とのイメージ誤差 を明

らかにすることを目的とする。また、素材 は季節によって特徴や性能が異なるため、前

回の冬物衣服に対 し、今回は夏物衣服を用いて素材イメージの季節間比較 も行う。

2.調 査方法

調査 は本学短期大学生 を対象 にした、アンケー ト用紙による集合調査である。アン

ケー ト用紙 は、インターネ ットの活用実態を調査するための 「ネ ット利用実態調査表

(別紙1)」 と、素材における映像 イメージを調査するための 「購入前のイメージ調査表

(別紙2)」 お よび実物商品の評価 を調査するための 「購入後の実物調査表(別 紙3)」

から構成 される。

2-1衣 服の選定

調査票にあげた各衣服の評価項目におけるインターネットの画面上の映像と実物の評
2)

価 のずれについて検討す る。衣服のずれが評価項 目によって生 じることは既に前報 に

よって報告 されているが、今回は夏物の素材および柄 に着 目した衣服を選択 した。 とく

に柄 イメージのずれについて柄 を認識できる距離、つまり視認性の影響 を検討するため、

その 目的に対応する衣服を選択 した。衣服 は、標準的なインターネットサイ トで販売さ

表1選 定した衣服の明細

衣 服

No.

衣服の種類 カ タログ に記載 されてい る組 成、 情報

単価

(円)

1 ロ ン グ丈 カ ッ トソ ー カ ッ トソ ー ポリエステル60%レ ーヨン40% 2,490

2 ボ ー ダ ー カ ッ トソ ー カ ッ トソ ー 綿100% 4,990

3 ボ ー ダ ー カ ッ トソ ー カ ッ トソ ー 綿100% 2,490

4 ボ ー ダ ー ワ ン ピ ー ス カ ッ トソ ー 綿100% 3,690

5 チ ェ ッ ク ワ ン ピ ー ス 織物 綿100% 4,990

6 チ ェ ッ ク ワ ン ピ ー ス 織物 綿100% 3,990

7 チ ェ ッ ク ワ ン ピ ー ス 織物 綿100% 2,990

8 花柄ブラウス 織物 綿100% 4,990

9 リボ ン付 きブ ラウス 織物 綿100% 2,990

10 プ リ ン トチ ュ ニ ック 織物 綿100% 4,990
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れている婦人用衣服の中から、主 として女子学生 を対象 とした春夏向けの衣服を10種 選

定 し、評定に用いた。なお、選定 した衣服を衣服1～10と 命名 し、表1に 衣服の服種、

組成、価格 などを示す。また、選定 した柄は 「ボーダー柄」4種 「チェック」3種 「花

柄」2種 「ペーズリー柄」1種 である。

2-2評 価項目の選定

素材における映像 イメージを調査するための 「購入前のイメージ調査表」 と実物商品
　 ラ

の評価 を調査するための 「購入後の実物調査表」に用いる素材の評価項 目は、前報を参

照 して作成 し、新たに2項 目「色が良い一色が悪い」、「柄が良い一柄が悪い」を追加 した。

なお項 目は、学生が 日常使用 し、理解できる22対 の形容詞 を選定 し、+3～-3の7

段階両極尺度で評定に用いた。

柄の評価 は 「購入前のイメージ調査表」に1項 目をいれ、視認できる距離(視 認距離)

を50cmか ら50cm間 隔で、200cmま での4段 階 とした。なお、モデル着用によるイメージ

ずれを生じないように、選定 した衣服を トルソーに着用させて撮影 した映像を用いた。

2-3

調査時期

調査場所

調査対象

調査方法

調査の実施

2009年7月

大手前短期大学の教室

大手前短期大学の女子学生1年 生及び2年 生138名

教室においてインターネットの通販サイ トにアクセス し、調査対象

者に各衣服 を画面で提示 した。その映像 イメージから素材評価 を評

定させ、調査表に記入後回収を行った。次いでネット利用実態調査

表の質問項 目に記入後回収を行った。

次いでインターネット画面で提示 した実物の衣服を提供 した。調査

対象者各 自が直接手に触れ、試着するなど吟味 して、調査票に記入

後回収 した。

有効サ ンプル数は117名(84.8%)で ある。なお有効サ ンプル数は 「ネット利用実態

調査表」、「購入前のイメージ調査表」、「購入後の実物調査表」の3枚 が同一人物である

ものを有効 とした数である。

2-4集 計及び分析

インターネッ ト利用実態調査表 は、質問ごとに単純集計 とクロス集計 を行った。イ

メージ調査及び実物調査は、各項 目の両極7段 階に+3～-3点 の得点を与えて集計 し、
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イメージ調査の衣服、実物調査の衣服別に評定平均値 を求め、評定平均値の差の検定を

行った。なお2007年 調査結果 との比較ではXZ検 定を行 った。また、集計および分析 は

マイクロソフトエクセルとSPSS統 計 ソフトを使用 した。

3.結 果及び考察

3-1調 査対象者のプロフィールと通信販売利用実態調査結果

調査対象者のプロフィールを表2に 示 し、比較のため2007年 のデータを記載 した。

表2回 答者 の プ ロフ ィール
()は 新規系

年齢

専門分野 年度

年齢(人)
18歳 19歳 20歳 総計

フ ァ ッ シ ョ ン系 2007 26 57 22 105

2009 66 25 3 94

アー ト&デ ザ イ ン系 2007 1 1 2

2009 4 4

住環 境系

(建築 ・イ ンテ リ ア系)

2007 1 1

2009

ビジネス実務系 2007 3 3

2009 4 7 11

食文化系 2007 1 1

2009

製 菓マ ネ ジメ ン ト系 2007 2 4 6

2009 3 3

(福祉系) 2007

2009 1 1

(コ ミュニ ケ ー シ ョ ン系) 2007

2009 2 2 4

総計 2007 26 64 28 118

2009 76 38 3 117

質問 「あなたは衣服 に興味があ りますか」は、表3に 示す ように2009年 度の117名 中

116名 が衣服に対 して興味があると答えてお り、2007年 度と同様 に女子学生にとっての

衣服の興味の有無は専門分野に関係なく持 っているようである。

質 問 「あ な た は 日頃 か らイ ン ター ネ ッ トを利 用 し ます か 」 に対 し、39%の 学 生 が 「よ

くす る」 で 最 も多 く、 次 い で37.6%が 「ま あ す る」 で 、 「す る 」 を合 わせ る と76.6%を 占

め て お り2007年 調 査 よ り3%上 が っ て い る。 な お 「あ ま り し な い 」 は22.2%、 「全 く し

な い 」 は0.9%と な り、 僅 か で は あ る が 年 々 イ ン ター ネ ッ ト利 用 が 日常 化 し て い る こ と

が 伺 え る 。
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表3衣 服に興味がありますか×専門分野
()は 新 規系

興味

専門分野

年度 興味がある

度数(人)

興味がない

度数(人)

合計

度数(人)

フ ァ ッ シ ョ ン系 2007 105 105

2009 94 94

アー ト&デ ザ イ ン系 2007 2 2

2009 4 4

住 環境 系

(建築 ・イ ンテ リア系)

2007 1 1

2009

ビジネス実務系 2007 3 3

2009 11 11

食文化系 2007 1 1

2009

製 菓 マ ネジ メ ン ト系 2007 6 6

2009 3 3

(福祉系) 2007

2009 1 1

(コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン系) 2007

2009 3 1 4

総計 2007 118 118

2009 116 1 117

ま た 、 質 問 「衣 服 を イ ン ター ネ ッ トで 購 入 した こ とが あ り ます か」 に 対 し、 イ ン タ ー

ネ ッ ト通 販 を 「利 用 した こ とが あ る」 と答 え た の は38.5%、 「利 用 した こ とが な い 」 と

答 え た の は61.5%と 以 前 に比 べ る と購 入 実 績 は僅 か に増 加 し て い る。 そ の 様 子 を 表4に

示 す 。

表4イ ン ター ネ ッ トを利 用 しま すか ×イ ン ターネ ッ ト通販 購 入実 績

利用状況

購入経験 年度

イ ン ター ネ ッ トの利 用(人)

よ くす る まあす る あまりしない 全 くしない 合計

あ る

2007 22 11 6 39

2009 24 14 7 45

ない

2007 24 30 22 3 79

2009 22 30 19 1 72

合計

2007 46 41 28 3 118

2009 46 44 26 1 117

次いで 「あなたは日頃からインターネッ トを利用しますか」と 「インターネット通販

で購入 したことがあ りますか」をクロス集計 した結果有意差は認められず、 インター

ネット利用率 とインターネット通販利用率の関連はない という前回調査 と同様の結果 と

なった。
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表5通 販を利用した理由(複 数回答)

1%有 意水準で有意差あり

年度

理由

2007 2009

度数(点) /点 頻度(%) 度数(点) /点 頻度(%)

価格が手ごろ 19 22.9 27 24.8

買 い物 にい けない もの で も手 に入 る 17 20.5 24 22.0

お店に行 くのが面倒 11 13.3 3 2.8

ゆっ くりと商品 を選べ る 7 8.4 13 11.9

品質が良い 1 1.2 0 0.0

品揃えが豊富 6 7.2 6 5.5

見るのが楽しい 17 20.5 30 27.5

売 って い るお店 が わか らな い 2 2.4 1 0.9

店員がわずらわしい 1 1.2 1 0.9

人にすすめられた 0 o.o 0 0.0

通販の商品がオシャレ 0 o.o 3 2.8

その他 2 2.4 1 0.9

合計 83 100.0 109 100.0

表6通 販で買った被服は満足しているか
1%有 意水準で有意差あり

年度

満足度

2007 2009

度数(人) /人 頻度(%) 度数(人) /人 頻度(%)

満足 してい る 16 41.1 12 27.3

普通 18 46.1 19 43.2

不満 5 12.8 13 29.5

合計 39 100.0 44 100.0

表7不 満の理由(複 数回答)
1%有 意水準で有意差あり

年度

理由

2007 2009

度数(点) /点 頻度(%) 度数(点) /点 頻度(%)

思 った デザ イ ン と違 う 4 36.5 5 21.8

素材が悪い 2 18.1 5 21.8

思 った色 と違 う 2 18.1 7 30.4

着心地が悪い 1 9.1 3 13.0

サイズが合わない 1 9.1 3 13.0

サ ー ビスが悪 い 1 9.1 0 o.o

その他 0 o.o 0 0.0

合計 11 100.0 23 100.0

質 問 「イ ン タ ー ネ ッ トで 購 入 した 理 由(複 数 回答)」

「イ ン タ ー ネ ッ ト通 販 で 買 っ た衣 服 に満 足 して い ます か」

「不 満 の 理 由(複 数 回答)」

表5に よ る と 「見 る の が 楽 しい 」 と答 え た の が27.5%と 最 も多 く、 「価 格 が 手 ご ろ」

で24.8%「 買 い 物 に い け な い も の で も手 に 入 る」 で22.0%と な っ て い る 。2007年 との 比
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較では上位3項 目は順位が入れ替わっているが同項目となっている。 また表6に よると、

購入 した衣服の満足度は 「満足 している」が27.3%、 「普通」が43.2%、 「不満」 は

29.5%で 、2007年 度の 「満足 している」41.1%に 比べて減少 し、「不満」は12.8%に 比べ

て増加 している。また不満の理由を表7か らみると、「思った色 と違 う」が30.4%と 最

も多 く、次いで 「思ったデザインと違 う」「素材が悪い」 とで、各々同じ21.8%と なっ

ている。2007年 との比較では色 に関する不満が増加 して、デザインに関しては減少して

いる。画像の色は多 くの条件で誤差が生じやす く、素材によって も影響 を受けることか

ら、画面で見た外観イメージと実物の評価の違いを示 している。「着心地」や 「サイズ」

など機能性の部分はどちらも13.0%と 低い値を示 しているが2007年 と比べ るとやや増加

している。

色の誤差の改善点としては、数種の条件下で撮影した色サンプルを提示するなどの工

夫 も必要 と考えられる。

質問 「インターネット通販で購入 したことがない理由(複 数回答)」

「今後の購入について」

「購入 しない理由」 は表8の 通 り、「イメージと違 うか もしれない」28.1%、 次いで

「試着できない」21.9%、 「実物を触れない」20.0%と の順で多 く、イメージを重視 し、

2007年 と同様に商品自体に関することに不安を持っていることが伺える。反対に購入方

法などに関しての理由は低い値 となっているが、「お店での買い物が好き」13.8%、 「必

要 と感 じない」5.2%は2007年 より増加 していることか ら 「買い物」 という行為に楽 し

みを感 じている様子が伺える。そ して、表9の 「今後の購入 について」では 「わからな

い」が45.8%、 「一度利用 してみたい」が37.5%と なっており、購入機会の可能性は約8

割以上であ り、「利用 した くない」が16.7%と2007年 より減少 している。これは前述の

商品 自体への不安感が拭いきれないことから積極的に購入 した くないものの、機会があ

れば購入 して もよいと思っていると考えられる。その機会に満足を与えられれば再購入

にもつながることから、最 も多 く存在する消費流動層の獲得 により購入率を増加 させる

ためには、さらに商品のイメージや試着の問題を解決で きるかが重要になると思われる。

「自分 の こ だ わ りが あ る モ ノ な ら価 格 が 高 くて も購 入 し ます か 」 で は 表10に 示 す 通 り、

「や や あ て は ま る」54.7%で 最 も高 く、 「あ て は ま る」 で21.4%と な り、76.1%が 「購 入

す る」 考 え が あ る とい う結 果 とな っ た 。 しか し、 「イ ン ター ネ ッ トシ ョ ッ ピ ン グ を ど う

思 うか 」 に対 して は表11の 通 り、 「安 け れ ば 買 う」35.0%、 「高 級 品 は買 わ な い が 安 け れ

ば 買 う」 が25.7%と い う よ う に 、 イ ン ター ネ ッ トシ ョ ッ ピ ン グ で は 「安 さ」 を最 も重 視

し て い る。 そ の 他 で も 「分 か らな い 」22.2%「 価 格 に 関 係 な く買 わ な い 」 が12.0%と 高
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級品の購入には消極的な様子であ り、「高級品で も欲 しければ買う」が5.1%と 最 も低い

結果となった。

表8利 用したことがない理由(複 数回答)
1%有 意水準で有意差あり

年度

理由

2007 2009

度数(点) /点 頻度(%) 度数(点) /点 頻度(%)

実物を触れない 56 26.9 42 20.0

商品説明が聞けない 2 1.0 3 1.4

試着できない 54 26.0 46 21.9

価格が高い 0 o.o 0 o.o

購入方法がわかりにくい 17 8.2 19 9.1

お店での買い物が好き 18 8.7 29 13.8

イ メー ジと違 うか もしれない 52 25.0 59 28.1

必要を感じない 6 2.8 11 5.2

その他 3 1.4 1 0.5

合計 1: 100.0 210 100.0

表9今 後は購入したいか
1%有 意水準で有意差あり

年度

今後の利用

2007 2009

度数(人) /人 頻度(%) 度数(人) /人 頻度(%)
一度利 用 して みた い 26 32.5 27 37.5

利 用 した くない 21 26.3 12 16.7

わか らない 33 41.2 33 .・

合計 80 100.0 72 100.0

表10自 分 の こだわ りの あ るもの な ら高 くて も購 入 す るか

購入意識 度数(人) /人 頻度(%)

あて は まる 25 21.4

やや あて は まる 64 54.7

どち らと もい え ない 22 ..

あ ま りあ て は まらない 4 3.4

あて は ま らない 2 1.7

合計 117 100.0

表11イ ン ターネ ッ トシ ョッ ピン グを どう思 うか

どう思 う 度数(人) /人 頻度(%)

高級品でも欲しければ買う 6 5.1

高級品は買わないが安ければ買う 30 25.7

安ければ買う 41 35.0

価格に関係なく買わない 14 12.0

わか らない 26 22.2

合計 117 100.0
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質問 「画面の商品情報で重要視 して見る項目(複 数回答)」

表12の 通 り、「価格」が76.9%「 カラー」70.1%「 モデルが着用 した衣服の写真」 は

53.8%と 重要視 しているが、2007年 と比較 して 「カラー」 と 「価格」が増加 し、「モデ

ルが着用 した衣服の写真」は減少する結果 となった。「カラー」に関しては 「購入 して

不満足な理由」の最も多い理由としてあげられてお り、若者は色に対 してこだわ りが強

い特徴があるといえる。従って画像での色の表示 を改善する必要は大 きいと考えられる。

次いで 「サイズ表」50.4%、 「拡大写真」39.3%、 と続いている。最 も重要視されていな

い項 目は2007年 同様 「洗濯方法」で8.5%か ら3.4%へ とさらに低下 し、女子学生の購入

後の手入れなどに対する関心がますます薄れている。

表12画 面の商品情報で重視してみる項目(複 数回答)
1%有 意水準で有意差あり

年度

項目

2007 2009

度数(点) /点 頻度(% /人 頻度(% 度数(点) /点 頻度(%) /人 頻度(%)

モデルが着用した衣服の写真 92 ・ ・ 78 63 15.6 53.8

拡大写真 68 14.6 57.7 46 11.4 39.3

商品の説明文 60 12.9 1: 31 7.7 26.5

洗濯方法 10 2.2 8.5 4 1.0 3.4

カ ラ ー 67 14.4 ・: 82 20.3 70.1

素材名 32 6.9 27.1 28 7.0 23.9

サイズ表 54 11.7 .・ 59 14.7 50.4

価格 81 17.5 ・:・ 90 22.3 76.9

合計 464 100.0 / 403 100.0 /

質問 「画面に出てきた生地の名前がわか りますか」

表13の 通 り 「名前 も特徴 も知っている」は僅かに5.1%で 、「生地の名前は知っている」

が最 も多 く47.9%と なっている。「どち らも知 らない」が47.0%と 、「生地の名前は知っ

ている」 と合わせて2007年 より増加 してお り、衣服 に興味があると言いなが ら、素材に

ついての理解や関心が一段 と低 くなっている。今回の調査対象者は2007年 同様 「ファッ

ション系」の学生が多いことから、教育面か らも素材理解について興味を持たせ るよう、

現代の若者に説いて行 くべ きであると実感するところである。

表13衣 服の生地の名前や特徴がわかりますか
1%有 意水準で有意差あり

年度

理解度

2007 2009

度数(人) /人 頻度(%) 度数(人) /人 頻度(%)

生地の名前も特徴もわかる 7 5.9 6 5.1

生地の名前はわかる 80 ・ 56 47.9

生地の名前もわからない 31 26.3 55 47.0

合計 118 100.0 117 100.0
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質 問 「衣 服 を買 う と き に重 視 す る 素 材 イ メ ー ジ(複 数 回 答)」

表14の 通 り、 最 も重 視 して い る 項 目は新 規 項 目 と して 追 加 した 「柄 の 良 さ」46.2%と

「色 の 良 さ」43.6%が 約 半 数 を 占め て い る 。 次 い で 「流 行 」37.6%「 安 っ ぽ さ」32.5%と

な り、2007年 に高 か っ た 「着 心 地 」 は69.5%か ら28.2%へ 大 き く減 少 し、 「や わ らか さ」

18.8%、 「肌 ざ わ り」17.9%で 、2007年 と大 差 は な い もの の気 に して い る こ とが 伺 え る。

そ の 他 で は 多 くて一 桁 台 で あ る な ど、 重 要 視 さ れ て い ない こ とが わか る 。 す な わ ち 、 素

材 イ メ ー ジ は 「柄 と色 」 と 「流 行 」 で 大 半 を 占 め て い る と い え る 。

*新 規項目

表14重 視する素材イメージ(複 数回答)

1%有 意水準で有意差あり

年度

素材イメージ

2007 2009

度数(点) /点 頻度(%) /人 頻度(%) 度数(点) /点 頻度(%) /人 頻度(%)

厚さ 19 5.4 16.1 8 2.3 6.8

コ シ 2 0.6 0.2 7 2.0 6.0

カチ ッ と 14 4.0 11.9 14 4.0 12.0

暖かさ 21 5.9 17.8 1 0.3 0.9

や わ らか さ 8 2.3 0.7 22 6.3 ::

重さ 6 1.7 0.5 7 2.0 6.0

伸縮性 8 2.3 0.7 8 2.3 6.8

透け感 15 4.2 12.7 14 4.0 12.0

ごわごわ 9 2.5 0.7 9 2.6 7.7

ち くち く 15 4.2 12.7 2 0.6 1.7

すべ りやすさ 0 0.0 0.0 1 0.3 0.9

ま とわ りつ き 1 0.3 o.1 1 0.3 0.9

毛羽の有無 0 o.o 0.0 0 0.0 0.0

光沢の有無 0 0.0 0.0 0 o.o 0.0

肌触 り 17 4.8 14.4 21 6.0 17.9

しわの つ きやす さ 1 0.3 0.1 7 2.0 6.0

安 っぽ さ 43 12.1 36.4 38 11.0 32.5

流行 81 22.9 ・: 44 12.6 37.6

ゆ と り 12 3.4 10 6 1.7 5.1

着心地 82 23.1 69.5 33 9.5 28.2

色 の良 さ* 51 14.7 43.6

柄 の良 さ* 54 15.5 46.2

合計 354 100.0 348 100.0

「画面 と実物の違い」は表15の 通 り、「色」「柄」「デザイン」「総合」のすべての項 目

で実物の方が良いという結果 となった。 これは今回選別 した衣服の色がモノ トーン系の

ものが多 く、イメージの誤差が少なかった と考えられる。 また、柄ではス トライプや

チェックなど一般 的に認知 しやすい柄を用いたため、実物のイメージとの誤差がなかっ

たもの と推測される。
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表15画 面 と実物 の イメ ージの 違 い
(人)

項目 色 柄 デザ イ ン 総合

画面で見たほうが良い 34 29 38 36

実物の方が良い 66 62 52 69

どち らも換 わ らない 17 26 27 12

合計 117 117 117 117

以上から、本学学生のインターネット通販の利用状況は、2007年 と比較 して大 きな変

化はなく依然 として全国平均 を下回ってお り、インターネットの利用率との関連は認め

られなかった。

また、通販の購入動機は見る楽 しみ、価格が手頃であるなど、気軽に利用できること

を利点 としてお り、品質などには無関心である。なお、購入後の商品への不満は2007年

に比べて増加 し、満足度は減少 していることから、商品に対する要求が厳 しくなってい

るようである。また、不満の理由は色やデザイン、素材の誤差が主であるが、着心地や

サイズなど、試着に関する項 目も増加 している。

購入経験がない学生は、利用 しない理由として、実物 と画面イメージの違いへの不安

感が大 きく、試着がで きないなど通販の最大の問題点を解消する方法がない限り、購入

にいたらない と考えられる。 しか し、2007年 に比べて利用 した くないと思っている学生

は減少 し、「わか らない」が増加 していることは、通販への不安感や実物 と画面のずれ

などを改善することでマーケットを拡大することが可能であると思われる。

また、実物の評価が高いことはイメージへの不安を無 くすことで商品の満足は得られ、

消費増への期待につながると思われる。

買い物の意識 として、自分のこだわ りのあるものは高 くても購入 を考 えるが、イ ン

ターネット通販では安い ものしか買わない結果 とな り、若者のファッションへのこだわ

りの強 さが表れた結果 となった。

3-2イ メージ調査と実物調査の評価および評価のずれ

インターネット通販の画面上の衣服 と、その実物 に対する素材イメージの項 目別評定

平均値 を衣服ごとに図1～ 図10に まとめた。ただし衣服1を 図1～ 衣服10を 図10に 示す。

また素材 イメージの項 目別評定平均値の差の検定 を行った結果を表16に 示 し、2007年 と

2009年 を比較 したイメージの各項 目の平均値分布を図11に 示す。

全体 としては表16の 通 り衣服別 ・素材 イメージ項 目別の件定数220項 目中45%に あた

る100項 目に有意差が認められ、素材評価のずれが画面上の衣服 と実物で生 じることが

わかった。

項 目別にずれの大きかった素材イメージとしては 「透ける一透けない」が衣服10着 中
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表16実 物 とイメ ージ との差 の検 定結 果
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図11イ メ ー ジ の 各 項 目 の 平 均 値 分 布(2009年 度 と2007年 度 と の 比 較)

8着 で、「しわがつ きやすい一しわがつ きに くい」が10着 中6着 で認め られてお り、 ど

ちらも2007年 には小 さなずれであった項 目である。夏物衣服には透け感のある素材や、

しわのつきやすい綿素材が多 く使われた りするため、学生が関心を持つイメージ項 目で

あ り、季節感を代表する項目であると推測する。また、「厚い一薄い」 「暖かい一寒い」

「伸縮性がある一伸縮性がない」「ごわごわする 一ごわごわしない」「ち くち くする一ち

くちくしない」「柄が よい 一柄が悪い」「肌触 りの良い一肌触 りの悪い」「流行な一流行
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お くれな」「着心地の良い 一着心地の悪い」が10着 中5～7着 の衣服で評価のずれが認

められた。これ らずれの生 じた9項 目中8項 目は、いずれ も画像でイメージを伝えに く

い素材の感触 に関係する。

本調査で学生が衣服 を買 う時に最 も重視する素材イメージは 「色の分か りやすい一色

の分か りに くい」 と 「柄の分か りやすい一柄の分か りにくい」であ り、その両方で画面

上の衣服 と実物の評価ずれが生じたのは 「衣服6」 「衣服8」 「衣服10」 で、その他の衣

服ではずれが微少にとどまっている。デザインや流行に関 して、若者は日常的に興味を

持 って知覚 してお り、日ごろのショッピングなどを通 じて、実物をイメージしやすいの

ではないかと推測できる。2007年 の調査結果と同様に、素材の感触のずれは依然変わら

ず生 じ、未だに有効な手段が実施されていなかった。今後 も文章による尺度を設けるな

ど表示方法の改善を図る必要があると考える。

ずれの小 さい項 目としては 「まとわりつ く一まとわ りつかない」で全 くずれは生 じな

かった。次いで 「すべ りやすい 一すべ りにくい」「コシのある一コシのない」「「カチッ

とした一ラフな」「やわらかい一かたい」「色が良い一色が悪い」「ゆとりのある一ゆと

りのない」で、ずれは1～3の 衣服に止 まっている。これ らのずれの小 さい項 目は、冬

物衣服の着心地に関連する項 目が多 く、夏物素材ではイメージを実感 しに くいためと推

測できる。

衣服別で最もずれの大きかった衣服は 「衣服10ペ ーズ リー柄ブラウス」で、実物の方

が 「薄 く」「コシがなく」「ラフで」「「寒 く」「やわらかく」「軽 く」「伸縮性があ り」「透

けて」「ごわごわしない」「肌触 りが良 く」「しわがつ きに くく」「安 っぽくなく」「ゆと

りのある」「着心地の良い」「色が分か りにくく」「柄がわか りに くい」 と16項 目でずれ

が生 じている。つ ぎに、「衣服5チ ェックワンピース」で、実物の方が 「厚 く」「透けな

く」「コシがあって」「カチッとして」「「暖か く」「伸縮性があ り」「透けな く」「ごわご

わ しない」「ちくち くしない」「すべ りやす く」「柄が悪 く」「肌触 りが良 く」「しわがつ

きやすい」 と12項 目でずれが生 じていた。同様 に 「衣服3ボ ーダーカットソー」「衣服

6チ ェックワンピース」は素材イメージ12項 目でずれが生 じる結果となった。

反対に、ずれの最 も小 さい衣服 は 「衣服7チ ェックワンピース」で 「透け感」「しわ」

「流行」「柄」の4項 目で、また 「衣服9花 柄ブラウス」で 「厚さ」「肌触 り」「安っぽさ」

「流行」「色」の5項 目で若干のずれがあったが、ほとん どの項 目でずれは生 じなかった。

これ らのずれが少ない素材は、単純な2色 配色のギンガムチェックで、他方小花柄であ

り、小さい柄であるにもかかわらず、すでに視覚 とイメージが潜在的に一一致しているた

めと思われる。図11の 通 り、イメージの各項目の平均値分布では2007年 の秋冬物の衣服

と、2009年 の春夏物の衣服でイメージの項 目別に平均分布を見た結果 「カチッとした一

カチ ッとしない」や 「まとわ りつ く一 まとわ りつかない」「安 っぽい一安っぽ くない」
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の項 目で、平均値分布に差が生 じており、季節に求め られる素材イメージが異なると考

えられる。

また、表17と 図12の 通 り、柄物の衣服 は柄の種類や大 きさ、色によって映像距離は影

響を受けてずれが生 じやす くなるが、ボーダーやチェックでは遠距離でも認知でき、花

柄やペーズリー柄では近距離での認知 となった。

表17柄 が認識できる距離(人)

mNO
0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 距離の平均値(m)

衣服1 1 24 37 31 10 9 0 1.23

衣服2 1 5 21 22 42 21 0 1.72

衣服3 0 8 29 10 19 46 0 1.79

衣服4 0 4 18 40 28 21 0 1.67

衣服5 0 5 21 35 25 25 0 1.67

衣服6 1 13 59 29 8 2 0 1.16

衣服7 0 12 40 48 8 4 0 1.29

衣服8 0 54 42 10 4 2 0 0.87

衣服9 0 63 39 4 4 1 1 1:1

衣服10 0 51 46 6 6 2 0 0.84

(渓
)
無
く

4.お わ りに

本学短期大学生を対象 にしたアンケー ト調査を行い2007年 と比較 して、学生のイ ン

ターネットの活用実態 と経年変化を明らかにした。また映像画面上商品と実物商品の評
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価で生 じる素材イメージのずれ、および季節の違いによる素材イメージの特徴が判明し

た。それらの結果を検討 し、今後の効果的な情報提供 について考察 した。

現在でも学生世代はインターネッ トを日常的に使用 しているものの、インターネット

通販を利用 したことがある学生は2007年 から僅かに5%増 加 しているにとどまり依然全

体では少な く、利用 したことがない学生が62%を 占めていた。

インターネット通販を利用 したことがある学生 は、その理由を 「価格が手 ごろ」や

「見 るのが楽 しい」等をあげているが、2007年 に比べると不満が増加 している。また購

入 した衣服 に対す る不満理由をみ ると、「思ったデザ インと違 う」、「素材が悪い」、

「思った色 と違 う」など2007年 と同じ項 目において、画面で見た外観イメージと実物の

評価の違いがあ り、2年 前 との変化が認められない。

インターネッ ト通販 を利用 したことがない学生の利用 しない理由は2007年 の 「実物 を

触れない」に代って、2009年 の 「お店での買い物が好き」が最 も多 くなってお り、商品

自体に関する不安は減少 している。また今後、購入機会の可能性がないと答えた学生は

以前より減少 してお り、今後購入するかは 「分からない」など状況によっては購入する

可能性は多 くあることか ら、提供方法の工夫によって未購入者からの購入率を上げるこ

とが期待できる。以上か ら、インターネット通販における問題の解決には、きめ細か く

消費者の不安を取 り除き試着の問題を解決できるかが重要であると考えられる。

映像イメージと実物商品の素材評価では、全体 として衣服別 ・素材イメージ項 目別の

220項 目中100項 目の45%に 有意差が認められた。項 目別にずれの大 きかった素材イメー

ジは項 目別にずれの大 きかった素材イメージとしては 「透ける一透けない」が衣服10着

中8着 で認め られてお り、次いで 「しわがつきやすい一しわがつきにくい」は10着 中6

着で誤差があ り、 どちらも2007年 ではずれが小さかった項 目である。これは季節によっ

て素材イメージへの関心項 目が変化 していることを示している。これにより、季節によ

る素材表現の項 目を変 えて、素材の特徴 と季節感の感触項 目情報を充実 させる必要があ

ると考えられる。 また、柄については柄の種類によって認識できる距離感が異なるなど、

画像の提供には認識誤差に配慮 して撮影 した方がよ り伝わ りやすいと考えられる。
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